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Abstract
This  paper  will  examine  the  historical  signiﬁcance  of  the  theory  of  new  curriculum  designed  by  J. 
J.  Findley（1860-1940）  as  a  contribution  to  a  consideration  of  the  historical  development  of  teachers’ 
profession.  In  October  1897，the  new  curriculum  was  designed  by Findley  for  use  in  the  King  Alfred 
School（hereafter  KAS）founded  in  1898  as  one  of  the‘Pioneer  Schools’，in  the  context  of  New  Ed-
ucation  Movement  in  England.  The  paper intends  to  examine  a）what  issues  concerning  the  curriculum 
were  identiﬁed  under  the  New Education  Code  1893，b）what  were  Findley’s  educational  thoughts  con-
cerning  curriculum  and  what  background  inﬂuences led  him  to  these  conclusions，c）what  historical 
signiﬁcance did  Findley’s  curriculum  have?
Findley  set  out  the  principles  for  his  KAS  new  curriculum  in  his  book，Principles  of  Class  Teach-
ing（1902），which  led  to  the  introduction  of  the‘free’time-table  in  progressive  schools  and  state 
schools  in  England  in  1920s.  The  paper  shows  that  Findley’s  thought  was  strongly  inﬂuenced  by  his 
having  read  of  Johann  Friedrich  Herbart（1776-1841），Friedrich  Froebel（1782-1852），and  John 
Dewey（1859-1952）.  The  paper  argues  that  the  focus  in  KAS  on  group  learning  and  the  division  of 
the  curriculum  into  six  learning ﬁelds，with  scope  for  a  nine  year  curricular  sequence,  established  a 
basis for  progressive  education  despite  the limits  of religious  freedom  and  the  lack  of  social  theory 
perspectives，as，for  instance，advocated  by  the  critical  theory  of  Michael  F. D.  Young,  present  a  so-
ciologist,   in  The  Curriculum  of  the  Future.
1．はじめに－問題意識と本論の目的－
教師の専門性（teachers’profession）は，どのような理論によって基礎づけられるのであろうか．すなわち，
専門職としての教職の意味内容および特質は，いかなる理論にその根拠を求めることができるのであろう
か．教師の専門性への国際的・社会的要請が多様化・多義化されるなか，このような問いは，教育学研究
において緊要の課題であり，その克服可能性は教育学のレーゾン・デートルにも通底している．本稿の初
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発の問いはこの点にある．だが，本稿ではその問いに直裁的にアプローチするのではなく，具体的事象と
しての時間割とカリキュラムに着目し，そこに接近する．その理由は次の点にある．教師の専門性は，従
来，授業を実効性あるものにするための教授技術や子ども理解に求められ，それらに関しては，今日では
かなりの研究蓄積がある．しかし，公教育への国家的強制力や社会的要請が絶えず変動しつつある今日的
状況下では，従前の授業論の枠を超える何らかの専門性が求められる．本稿は，その専門性への展望を教
師が主体的に時間割編成やカリキュラム編成に取り組む能力に期すものである．教師集団は，その能力を
発揮することによって教育行為を可視化させ，その説明責任を果たすことができるのである．
ところで，日本では，時間割編成に対する裁量権は，教員資格を有した教師集団に委ねられている．も
ちろん，それは，学校教育法施行規則に定められた総授業時間数を確保する限りにおいてである．近年の
時間割編成の考え方には，俗称ブロックというものが現れ，90 分間の枠を設定している学校も少数なが
ら見られる．が，実際には，概ね，45 分間の区切りで構成された授業展開をしているところがほとんど
であろう．それゆえ，現実に，時間割編成に関しては教師の専門的能力が十分に発揮されているとは言い
難い．このことは，観点を変えれば，教職が専門的知見の確立が難しい領域である、ということを示唆し
ている．当然のことながら，時間割は，カリキュラム構成（＝学習内容）や教授－学習方法に依存しており，
多様な可変的関係要因に左右される．とはいえ，社会の加速度的変化に基づく子どもの興味・関心の変化，
学校に求められる教育内容の増大化の進行といった現象やニーズは，子どもの意欲を堅持しつつ限られた
時間内に教授するための理論を必要としている．それゆえ，合理的かつ計画的なカリキュラムとその推進
方法が求められ，時間割構成に影響を与える要因もまた多様かつ複雑なのである．しかも，学校での子ど
もは，行儀良く座り教授内容を聴いていたとしても，それぞれの思考は絶えず変化し思考メカニズムも多
様である．また，教師が構想したとしても，教師の予測しがたい状況は多様かつ複雑に潜在している．し
たがって，教育内容の適切な配分を意図する時間割編成という営みは，効率的かつ効果的な授業構成や教
授といった，いわば「従前の教師の専門性」を超えたところにあるということができる．
そのような状況は，現代のイギリスにおいても同様である．が，根本的に異なっているのは，イギリス
の教師集団が，ハドー報告書（Hadow  Report;  Differentiation  of  the  Curriculum  for  Boys  and  Girls  in 
Secondary  Schools，1923，The  Education  of  Adolescent，1926.，The  Primary  School，1931.，and  The 
Infant  School，1933），プラウデン報告書（The  Plowden  Report;  Children  and  their  Primary  Schools，1967）
1），ジェームズ報告書（James  Report;  Teacher  Education  and  Practice，1972）などに影響を与えたような，
教師の専門性に関する理論的・実践的知見の蓄積を有していることである．その歴史的背景には，イギリ
スで出現した新教育運動や進歩的な教育の遺産があり，その教育改革運動においては，教師や教育学関係
者が果敢に取り組んだ時間割改革の先駆的試みがある．したがって，イギリス新教育運動期は，今日に通
じる教育学の学問領域の概念的枠組みが成立した時期であるということができる．また，同時に，その時
期は教師の専門性の内実を具体的に創出し，その意味内容を拡大と深化双方のベクトルを前進させつつ，
専門職アイデンティティ（occupational  identity）とそれに関連した個人のアイデンティティ（personal 
identity）を獲得して専門職者組織を強化していく時期でもある．それゆえ，その運動に散在する知見は少
なくない．
本稿では，現代的・歴史的問題意識に導かれつつ，イギリス新教育運動に着目し，その時期の進歩主義
の代表的な新学校 KAS（King  Alfred  School，1898-）とその学校で新しいカリキュラムを構想した，J.  J. 
フィンドレイ（J.  J.  Findlay，1860-1940）を取り上げ，そこでどのような改善が模索されたかを明らかにし，
その後の学校教育における実践的改革，教育思想史的意味及び特徴を解明する．なお，フィンドレイが登
場してくる背景を描出するため，公教育制度の成立期まで遡ることにする．
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2．旧教育におけるカリキュラムと問題点
歴史的に遡れば，イギリスでは，公教育制度を成立させた 1870 年基礎教育法（フォースター教育法）以
前には，教育局は公立学校を統制する力を掌握していなかった2）．しかし，学校に統制力が全く働いてい
なかったわけではない．たとえば，19 世紀初期から精力的に展開されてきた宗派別の教員養成制度がそ
の背景にあり，そのため，学校運営に対しては宗教的統制力が働いていた．さらに，1833 年の国庫助成
開始以降，かの「出来高払い制（Payment  by  Results）」（1862-1995）のように，勅任視学官や地方の視学官
による試験実施とその結果に応じた財政的抑圧が既に存在していたことも軽視しがたい．したがって，制
度上，時間割への公的強制力は顕在化していなかったが，教師と教育局の力関係の内実はそう単純ではな
かった，ということも認識しておく必要がある．しかし，1870 年基礎教育法の成立によって，学校に対
する非国教会派の内外学校協会の関心は急速に低下していった3）．同法の［7 項（2）］においては，時間割の
中に宗教についての時間を明記することと時間割を教室内に掲示することが義務づけられた．こうしたこ
とは，今日に通じる公教育制度下の学校教育の複雑さと多義性を明示している4）．しかも，産業（工業）主義，
国家主義，民主主義を背景にした公教育制度の成立が，イギリスでは工場法と連動していたのであり，学
校という空間とそこでの生活時間を左右するカリキュラムへのアプローチについての概念枠組みの措定
は，そう単純ではなかったのである．
こうした社会的背景に鑑み，杉尾宏は 5），工場法の改正および工場に関する諸制度の成立により時空間
の観念が自然的なものから人為的・制度的・抽象的なものへと変化したことと連動し，学校の時空間が資
源から規則へ，監視から持続へと変化した，と考察している．そこには，修学生徒数の増加と教師の絶対
的不足の現象があり，教師自身によるマネージメントと効果的な教授技術が求められたことがある．それ
ゆえ，「学校の活動を方法化し，あらゆる瞬間を有益なものにし，すべての者に有益な活動を提供」するこ
とが求められたこと，このことは教師の専門性の内実解明においても不可分の事象となっている．定めら
れた教育内容を一定の時間内に習得させることは，いかに社会が変化しようとも，いつの時代の教師にとっ
ても最重要課題であったことが窺われる．
それゆえ，教授法をめぐっても詳細な規定が制定されていくことになる．たとえば，1893 年教育規程
（New  Code，1893）6）では，行儀良く座らせることや机サイズの規程（18  to  20  feet  for  long  desks，class-
rooms：at  10  square  per  child）7），そして時間規程や時間配分の例までもが出現する．そこでは，たとえば，
1 日に 5 時間か 5 時間半，月曜日から金曜日までの 5 日間，学校にいる場合の時間配分が示されている
Table 1.‘Time  allocation’in  New  Code  1893，Education  Department
Subjects  学習内容（一日 5 時間半の学習の場合） per  day per  week（5days）
3R’s  読み・書き・計算 3 hrs. 15hrs.
Scripture  or  Religion  聖書あるいは宗教 45mins. 3 hrs.  45mins.
Geography  地理 2 hrs.
English  History  イギリス史 2 hrs.
English  Grammar  英語文法 2 hrs.
その他 2 hrs.  45mins.
（その他の学習内容の例示）
Drill  体練 30mins.
Singing/music  歌／音楽 30mins.
Object  lesson  実物教授 30mins.
Corrective  and  Oral  lesson  on  moral  subjects（eg，Assembly）道
徳のテーマに関する矯正・口述授業（全校集会など）
30mins.
その他 適宜
週当たりの総学習時間 27.5hrs.
Source;  John  J.  Prince，School  Management  and  Method，in  theory  and  practice，p. 20（1894，sixth  edition）より山崎作成
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（Table 1）．そして，「年長クラスでの地理の時間は，年少クラスでは，主にかけ算，カテキズムのための
学習，そして一般的事項に関する授業に振り分けられる」8）と述べられているのである．
このような公教育のスタイルは，すなわち，一定の教育内容と時間を設定する仕方は，公教育をいかに
保障するかという際の一定基準と説明責任を示し，子ども個人の能力や興味・関心にかかわらず，また子
どもが抱える家庭的・社会的背景にもかかわらず，公平さを保障するものと見なされたのである．つまり，
定量的に表明された内容と時間を見える形で提示し，教育内容の実施を顕在的に提示することによって，
公教育はその正当性を表明し維持することになったのである．
しかし，旧教育の抱える問題は，依然として残っていた．具体的には，（1）19 世紀初期より続いていた
モニトリアルシステム（助教法）が批判され，ストウ（David  Stow）の一斉教授（Simultaneous  System）が導入
されて一人の教師による教授が進められたが，1870 年基礎教育法以後も，プロテスタンティズムを基底
に据えた規律化が促進されたこと，（2）3R’s を中心とした学習内容は，たとえば一般大衆の子どもにとっ
て，綴り字の習得などは，異文化への体験にも似た困難を伴ったこと，（3）時間割は，教室での教師と子
どもの活動を規定し，ビジネス・マネージメントとの結合を基本としたこと，（4）二大宗派態勢が依然と
して残っていたこと，である．
当然のことながら，こうした教育状況に対しては，その代替案が単純に提起できないにせよ，多様な人々
からの批判を受けることになり，公教育は政治においても一般社会においても論争の的になり，新理想や
新教育という表現を用いた教育改革運動の思想潮流を形成していくことになるのである 9）．
3．イギリス新教育運動とパイオニア校・KAS
（1）　新教育運動期の時期区分
そもそも，イギリス新教育運動の諸相は多様かつ多元的であり，その定義と一義的にはむずかしい．し
かし，時系列的に捉えるならば，行政側の教育制度と新教育運動家の組織が相互に関係づけあって存在し
ている点に着目することができ，それゆえ，新教育運動は，1870－1902 年を第Ⅰ期，1903－1918 年を第Ⅱ期，
1919－1920 年代末までを第Ⅲ期と区分けすることができる．また，各期間には，以下に示したような歴史
事象が存在する．
① 1870 年から 1902 年までの第Ⅰ期は，先に取り上げた俗称フォースター教育法（Elementary  Education 
Act  in  1870，Foster）成立，10 歳までを義務教育にすることを提言したマンデラ教育法（Education  Act 
in  1880，Mundella）成立，1895 年の「出来高払い制」の廃止，1899 年教育院法（Board  of  Education 
Act）成立，1902 年のバルフォア教育法（Education  Act  in  1902，Balfour）成立といったように，法整備
される時期である．
② 1903 年から 1918 年までの第Ⅱ期は，国家による基礎学校へのカリキュラム統制を弱めた『教師の学
習 指 導 手 引 書（Handbook  of  Suggestions  for  Teachers）』（1905）刊 行， モ ン テ ッ ソ ー リ 協 会（The 
Montessori  Society  of  the  United  Kingdom  of  Great  Britain，1912）の 創 設， 教 育 の 新 理 想 会 議
（Conference  of  New  Ideals  in  Education，1914-39）の設立，中等学校試験委員会（Secondary  School 
Examinations  Council）設立（1917）及び学校修了証明書（School  Certiﬁcate）の導入（1917），1918 年フィッ
シャー教育法（Education  Act，Fisher）10）成立といったように，多様な動きの出てくる時期である．
③ 1919 年から 1920 年代末までの第Ⅲ期は，第一次世界大戦終了後に相等し，1914 年から開催されて
いた「教育の新理想」年次研究会議が活発になり，『新教育（New  Educational  Era）』（1920-）の刊行，新
教育連盟（New  Education  Fellowship，1921-）の創設といったように，新教育運動が官民双方によって
活発に展開される時期である．
また，これらに対応するかたちで新教育運動家においても第一世代（リットン卿，M. サドラー，E. ホー
ムズ，S. レディ，マッケンジー夫妻，P. ナン，J.  J.  フィンドレイ，J. H. バドレィ，M. マクミラン，C. W. キ
ミンズら），第二世代（N. マックマン，A. S. ニイル，B. エンソア，S. アイザックス，E. F. オニール，N. マッ
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クマンら），第三世代（H. C. デントら）と弁別できる状況が出現する．
以下では，その第一世代に相当する新教育推進者の一人，J.  J.  フィンドレイの教育思想に着目し，彼
が関与したパイオニア校の一つ KAS と彼が構想したカリキュラムを取り上げてその特徴を解明する．
（2）　パイオニア校としての KASの位置づけと特徴 12）
よく知られているように，この時期の社会的背景としては，世俗主義と急進主義の発展，また社会主義
思想の影響を受け始めた労働者階級運動の昂揚などがある13）．新教育運動は多様な社会改革運動とともに
展開され，大学拡張運動（Extended  University  Movement），田園都市運動（Garden  City  Movement），新理
想運動（New  Ideals  Movement）といった運動と関わりながら，新しい社会（新社会）の構成要素の一つであ
る学校の創設を推進する新学校運動（New  School  Movement）を展開していく．KAS は，新しい社会建設
を新学校創設によって目論んだアボッツホーム校（Abbotsholme  School，1889）やビデールズ校（Bedales 
School，1893-）と同様に，新教育運動のなかでもパイオニア校と称される新学校である．アボッツホーム
校はセシル・レディ（Cecil  Reddie，1858-1932）ら「新生活連盟（Fellowship  of  the  New  Life）のメンバーに
よってダービシャーの広大な土地（133 エーカー）に創設された．その斬新な考えは，ドイツにおけるハウ
ビンダ校など多くの田園教育舎（Landerziehungsheim）を創設したヘルマン・リーツ（Herman  Lietz，
1868-1919）やパリ郊外に新学校・ローシュの学校（L’école  de  Roches）を創設したフランスの社会学者・
ドモラン（J.  E.  Demolins，1852-1907）に影響を与えており，その意味で，いわば新教育運動の端緒となっ
た学校である．また，ビデールズ校はバドレィ（J.  H.  Badley，1865-1967）によってハンプシャーの校外
に創設された学校である14）．彼は 2 年半の間，アボッツホーム校で教職につき，その後，レディの考えに
反して男女共学の重要性を掲げて独立した．国際的な視座や理解，共通目的への協同性，芸術・手工芸を
含む広いカリキュラム，十分な表現活動の受容などの理念を採用し，その革新性を誇示したのである15）．
ただ，KAS はこれら二校とは相違する点があった．それは KAS がロンドンの進歩的な親・教師集団（a 
group  of  Hampstead  parents）によって非宗派を掲げて設立されたという点である．しかも，この学校が創
設された地は，ビクトリア時代の産業主義や悪しき物質主義から逃れることを意図する田園都市運動の潮
流，すなわち郊外都市運動（Garden  Suburb  Movement，Suburb  City  Movement）の地，ハムステッド（Hamp-
stead  Heath，locally  known  as“The  Heath”）であり，それゆえ，KAS は進歩主義の理念をさらに伸展させ
るかたちで，親，教師，生徒の代表の参加する自治の実施，KASS（King  Alfred  School  Society）による学
校運営などを主な特徴としていた16）．しかも，そこで念頭に置かれたのは，田園都市・レッチワースに創
設されたセント・クリストファー校のように，首尾一貫性あるイデオロギーと親の十分な支援，地域性に
左右されない運営，教職の専門家に導かれた学校といった点である17）．さらに，ラグビー校で教育を受け
た労働党のトーニー（R.  H.  Tawney，1880-1962）からも影響を受け，功利主義の社会に寄与する，いわば
「子どもの国民化」からも距離を取ろうとした18）．それゆえ，進歩的な思想をもった親の層は広く，左翼
思想やキリスト教社会主義の思想の持ち主の親まで幅広く参画していたのである．その背景には，多くの
者が，とりわけ自由な思想をもった知識人らが，当時の公教育及びパブリックスクールに強い不満をもっ
ていたことがある．
また，第一次世界大戦後（1910 年代終わり）には，かのバートランド・ラッセルの子どもやドイツのヘ
レラウの田園都市運動の協力者，オットー・ノイシュテッター医師の子どもなども在籍していた．なお，
進歩的かつ子ども中心の立場で教育実践をしていること，自治の採用，芸術・手工芸をカリキュラムに取
り入れていることなどは，今日もなお継承されている．
4．KASにおけるフィンドレイのカリキュラム構成論
（1）　フィンドレイの略歴
では，KASS によって承認された，フィンドレイとはどのような人物であったのだろうか．ここでは，
フィンドレイ自身の略歴を一瞥し，カリキュラム構成論の背景を探っておきたい．
フィンドレイは，オックスフォードのワダムカレッジ（Wadham  College）で数学と歴史を学び
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（1880-1883），その後，ドイツのイエナとライプツッヒで学び（1891-1893），ドイツで博士号を取得してい
る．それゆえ，ヘルバルトの教育思想の洗礼を受けていることがわかる．帰国後は，バース・カレッジ
（1884-5），ラグビー校（1888，1893-4），メソジスト系の学校，シェフィールドのトーントゥン・アンド・
ウエスレー・カレッジ（1885-91）といった学校で教鞭をとっている．したがって，フィンドレイは，KAS
の創設に関与するにふさわしい業績を有していた，といえよう．そして，KAS でカリキュラム編成に関
与した直後にも異動し，カーディフの男子高等学校の校長として着任し（1898-1903），またその後，マン
チェスター大学の教育学の教授に就任する（1903-25）．その間，『ラグビー校のアーノルド（Arnold  of 
Rugby）』（1897），デューイや児童研究の理論を紹介した『学級教授の原理（Principles  of  Class  Teaching）』
（1902），デューイの著作から抽出してまとめた『学校と子ども（The  school  and  the  child：being  selections 
from  the  educational  essays  of  John  Dewey）』（1906），『学校（The  School）』（1912，revised  edition，
1932），『イギリスの子どもたち（The  Children  of  England）』（1923），『教育の基礎（The  Foundations  of 
Education）』（2  vols.，1925，1927）などの著作を刊行し，「教育の新理想」年次研究会議や新教育連盟の国
際会議にも参加し，多くの教師に影響を与えた．こうした活動基底に流れているのは，価値規範を重視す
るドイツ的な教育思想と経験を重視するプラグマティズム，つまりアメリカ的な教育思想である．
（2）　フィンドレイ考案のカリキュラムの特徴
さて，KAS では，どのようにして斬新なカリキュラムが考案されたのであろうか．その創造性はどの
ような点にあったのであろうか．これらを解明するため，KAS の創設会議において了承（1897 年 10 月）さ
れたフィンドレイ考案のモデルカリキュラムを訳出し，考察することにしたい（Table 2 参照）20）．
従来の 3R’s 中心の旧いカリキュラムと比べると，一瞥しただけで，このカリキュラムのユニークさは
明瞭である．観点を変えれば，新学校ならではの，また進歩的な学校ならではの，斬新さが明確にあらわ
れている．その特徴は 3 点に要約することができる．第一に，ヘルバルト，ペスタロッチ，フレーベルの
教育思想を反映し，さらにデューイの教育思想を彷彿とさせる活動内容があること，第二に，学習内容を
A ～ F の 6 群に分類し，それらを学習領域として捉え，9 年間を見通したスコープとシーケンスの広領域
カリキュラムとして創出していること，第三に，最後のＦ群にレクレーションという領域を授業内容とし
て明確に位置づけていること，この三点である．
では，なぜそのような特徴が抽出できるといえるのであろうか．第一の特徴についてみてみよう．まず，
カリキュラムの類型化が人間の認識過程に関する理論に導かれてなされており，その考えの真髄はヘルバ
ルトの教育学が基礎としている認識論からもたらされていることがわかる．しかも，フレーベル教育思想
の採用においては，ペスタロッチの解明した「数，形，語」の認識過程を重視しつつ，歌や遊びを教育内容
としている点が挙げられる．それゆえ，このカリキュラム構成の背景にある理論は，ヘルバルト，ペスタ
ロッチ，フレーベルの教育思想を統合させたものであり，それに基づきつつ自らの考えを加味して編成さ
れたものである，ということができる．また，オキュペーションという語が見られるが，それは経験主義
の教育理論を打ち立てたデューイが，教育活動の中心に据えた概念であった．また，フィンドレイは，『学
級教授』（1902）においてデューイのシカゴ大学附属実験学校（University  of  Chicago  Laboratory  Schools，
1896-）や彼の著作『私の教育学的信条（My  Pedagogic  Creed）』（1897），『学校と社会（The  School  and 
Society）』（1899）に言及している．が，しかし，ここで着目されたオキュペーションが，デューイが後に
強調し，「教科の統合」だと捉えたオキュペーション論の影響を受けているか否かは不明である．しかしそ
れでもなお，フィンドレイの後の著作活動から推察するに，デューイの教育思想もまた，このカリキュラ
ム構成論において採用されていると判断することができよう．第二の特徴については，教科ではなく領域
概念が採用されており，ヘルバルトの弟子ツイラー（Tuiskon  Ziller，1817-82）の中心統合（Konzentration）
論からの影響があると推察することができる．しかし，管見の限りでは，スコープやシーケンスという考
えは，この時期までには未だ現れていない．それゆえ，その斬新性は，このカリキュラムにおいて強調さ
れた点であると判断することができる．第三の特徴は，レクレーションという活動領域をカリキュラムに
確かな形で位置づけた点にあるが，これは看過しがたい教育言説である．なぜなら，そこに定位されたカ
リキュラムとしてのレクレーションは，極めて両義的な教育内容だからである．さらにいうならば，本来
－ 27 －
J.  J.  フィンドレイのカリキュラム論
Table 2.  Findley’s  Curriculum
Junior  School
（ジュニア・スクール）
Commencement  of  Senior 
School
（シニア・スクール開始期）
Early  childhood
（kindergarten）：ages 4-6
子ども期前期（幼稚園）：
4-6 歳）
Later childhood：ages 7-9
子ども期後期：7-9 歳
Early  boyhood  or  girlhood：
ages 10-12
少年・少女期前期：10-12 歳
Group  A：The Humaniti-
es（story history，litera-
ture）
A 群：人文（物語，歴史，
文学）
寓話，つまり時間，空間，
他の知覚経験に限定さ
れない簡単な物語（1 年
間の季節や月によって
変わる）
神話から正当な歴史までを主
導している物語（簡単だが古
典的な文学），例；種族長物語，
ユリシーズ，ノース・サーガ
ス，ロビンソン・クルーソ ；ー
最後の英国定住，聖オウガス
ティン，アルフレッド，カヌー
トとハロルド．出エジプト期
物語
1066 年から 1700 年まで，そ
してフランス史と英国史の関
係とともに終わる偉大な英国
の英雄と王たち．（下記の B
群，C 群，D 群と比較）コダ
ヤとイスラエルの王たち
Group  B：Nature， kno-
wledge（including  geog-
raphy）B 群： 自 然 と 知
識（地理を含む）
毎週，A 群の中の物語
に関連する全種類の簡
単な事物の収集と観察
近隣の地理から始まる英国の
地理．身近な動物や植物の研
究（古代英国の森林や原野に
おける先祖たちの生活と部分
的に関係する．A 群参照）自
然から直接に検証され，初歩
的な方法で分類される全ての
もの
フランスと南西ヨーロッパの
地理．基礎学校用自然地理学
と簡単な物理学実験．（A 群
と関連するコロンブス，ベー
コンなどを比較する）
Group  C：Arts  of  exp-
ressions  in speech  and  in 
music
C 群：スピーチと音楽
における表現機能
A 群の物語や B 群の自
然の知識に主としてつ
ながる歌とスピーチ
読み書きと文字記譜法による
歌唱の開始．主として A 群，
B 群から得られる教材．簡単
な作文：オーラル作文と筆記
作文
英語の読み書き，作文の継続．
フランス語の開始．フランス
語の開始は最終学年がとりわ
け顕著である．A 群，B 群か
ら主として得られる教材，歌
Group  D：Arts  of  rep-
resentation  and  other 
manual  arts
D 群：描写技能とその
他の手工芸
幼稚園の恩物とオキュ
ペ ー シ ョ ン：A 群，B
群や子どもの他の興味
に基づく事物を様々な
形で表すこと
継続的かつ発展的な幼稚園の
恩物とオキュペーション，自
然などからの絵画．A 群，B
群からの教材．植物学の授業
にかかわる園芸
絵画，造形など
厚紙作業や大工仕事．基礎の
幾何学的絵画，地図，図形：
A 群，B 群に関係する全ての
もの．近隣で見いだされる自然
やノルマン人を探したり，初期
英国の装飾品を素描すること
Group  E：Abstract  sci-
ences，number，form，
language
E 群：抽象科学と数，形，
言語
初歩の数－ 10 まで．（フ
レーベルの教義に従っ
て）簡単な幾何的な形の
認識－全て B 群から具
体化
初歩算数－ 100 まで，あるい
は 100 以上の数．より発展的
幾何学の考え方－ B 群から具
体化される全てのもの．音楽
理論の初歩的な考え方
100 以上の数，歴史学からの
時間の考え方，地理学からの
空間の考え方，幾何学の定義，
フランス語と英語における文
法の初歩的考え方．音楽は［左
記を］継続すること
Group  F：Recreation
F 群：レクレーション
体育と音楽の練習．幼
稚園のゲーム．短距離
の散歩．授業の間の自
由な遊び
体育と音楽の練習．幼稚園の
ゲームの続き．短距離の遠足
と散歩（B 群参照）．授業の間
の自由な遊び
体育と音楽の練習．学校での
遊び．（A 群，B 群と関連する）
短距離の遠足と散歩．授業の
間の自由な遊び
Source：Ron  Brooks，King  Alfred  School  and  Progressive  Movement，1898-1998，University  of  Wales
Press，p.15（1998）（訳出・再編：山㟢）
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的には，家庭での自由時間に取り組まれるべき内容が，運動，音楽，散歩，遊びといった内容をもつレク
レーションとして学校教育に位置づけられているからである．このことは，学校が労働からの解放の場で
あるとするなら疑問はない．しかし，子どもの側からすれば，レクレーションですら教師による管理の目
に晒されていると解されるのであり，それゆえ，カリキュラムとしてのレクレーションをどのように取り
扱うかは，極めて慎重にならねばならず，それだけでなく，解釈の視座及びアプローチの仕方によっては
両義的ですらあることを自覚しておく必要がある．換言すれば，それは進歩的であると解することもでき
るが，子どもの自由時間の囲い込みを招来するという点を考慮するならば，他方では，管理的であると解
することもできるのである．したがって，カリキュラムに進歩主義的な活動内容を取り入れる場合に，不
可避的に招来される状況をフィンドレイがどれだけ念頭においていたかは，疑問の残るところである．
5．小括－フィンドレイの広領域カリキュラムの限界と歴史的意味－
以上の三点の特徴から，どのような考察を加えることができるであろうか．小括ではそのことに取り組
み，まとめとしたい．フィンドレイ考案のカリキュラムは，一方で教育者サイドのカリキュラム中心のス
タンスを乗りこえようとする意図を包含しているが，他方で，つまり今日的カリキュラム構成論の視点か
ら考察すれば，どのように捉えることができるであろうか．たとえば，組織立てられた知識が社会的権力
をもっているとして批判する社会学者でカリキュラム研究者であるヤング（M.  F.  D.  Young）の論じる，カ
リキュラム構成論の 5 つの視点から接近すると，どのように見えるであろうか．ヤングは，未来のカリキュ
ラムのあり方を，（i）未来の社会観との関係において，未来と教育の概念を持つこと，（ii）多様な教育関連
の学問領域によって発展させられた概念やアプローチを切り離すのではなく，それらを関連させること，
（iii）学びと新しい知識の生産の問題を最優先させること，（iv）一生の間を通じて，全ての人々にとって，
学びが持つ解放の潜在的可能性を認識することを伴う教育目的を持つこと，（v）一般的に，職場や共同体
における学びに境界があるのと同様に，大衆の学校教育やフォーマルな教育の拡大に関して批判的である
こと，という 5 点に集約した．こうした観点をもってカリキュラムを構成するならば，そこには教師の専
門性が具体的なかたちで発揮される余地が現れてくる．それゆえ，100 年以上前のフィンドレイのカリキュ
ラムとヤングの考えを比較対照するならば，フィンドレイの斬新性および進歩性はかなり後退する．
とはいえ，フィンドレイの進歩性は，そうした 21 世紀的なカリキュラム論との比較対照においてでは
なく，学級運営，授業構成，具体的には時間割改革に影響を与えた点に着目されねばならず，それは教師
の専門性を具現化し，教職の基盤を形成したという点で歴史的意味を有している．というのも，フィンド
レイのカリキュラム構想は，やがて 1920 年代にイギリスにおいて受容されるパーカースト（Helen 
Parkhurst，1887-1973）のドルトンプラン（the  Dalton  plan）の理論を導入し援用することを可能にする土壌
を形成したからである．周知のように，パーカーストは，モンテッソーリ（Maria  Montessori，1870-1952）
やデューイから着想を得て，個別学習と協同による教育方法論を展開した．パーカースト思想の受容背景
には，フィンドレイの教育論が大きな影響を与えたことがあげられる．そのことは，莫大な量の刊行をも
たらした彼の 20 世紀初頭の著作『学級教授の原理』の理論が，極めて子どもの側に立ったものであること
に示されている．彼は，その著作において，①「個人としての子ども」理解の重要性を指摘した上で，②レ
クレーションの導入，③新教育的科目の導入，④教育内容の 6 群分類，⑤学校の生活時間の延長などを指
摘している．ただ，そこには宗教的自由の受容はみられず，それゆえ，その著作は，伝統的なパブリック
スクールのカリキュラムが有する学問的権威の排除やその克服には至っていない．しかし，そこでは，
「我々の教育において，『単位（unit）』は，学校ではなく，またクラスでもなく，『一人の生徒（the  single 
pupil）』である」，と言明されているのである22）．
つまり，フィンドレイのカリキュラム構成論は，この言明によって教師の専門性の実際的な具現化への
アプローチを可能にしているのである．言うまでもなく，教師が一人ひとりの子どもを理解し，その上で
教育行為に臨機応変にタクトを用いてのぞもうとするなら，柔軟な時間割編成が不可欠になるからであ
る．ただ，こうした見解は，教育内容の量的増大という結果を不可避的に招来し，限られた時間内で適切
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な学習内容を提供するという制約をもたらした．それは当然のことながら，時間割編成の原理に関わる理
論にも波及する．もちろん，フィンドレイは，『学級教授の原理』においてそのことに言及しており，そこ
で展開された諸言説をいかに教育思想史的文脈に位置づけるかは，検討を要する事柄である．これらにつ
いては次稿に譲ることにしたい．
 1　http：//www.dg.dial.pipex.com/documents/plowden01.shtml  も参照されたい．
 2　A.  W.  Newton，The  English  Elementary  School，Longmans，p. 3（1919）
 3　R. オルドリッチ著，松塚俊三・安原義仁監訳『イギリスの教育』玉川大学出版部，140 頁（2001）
 4　ロンドン市教育当局の視学官ブレイの解説より引用．具体的には，以下のように解説されている．
The  following  extract  from  the  Elementary  Education  Act  1870［section  7（2）］should  be  carefully  not-
ed：“The  time  or  times  during  which  any  religious  subjects  is  given  at  any  meeting  of  the  school，
shall  be  either  at  the  beginning  or  at  the  end，or  at  the  beginning  and  the  end，of  such  meeting，and 
shall  be  inserted  in  a  time-table  to  be  approved  by  the  Education  Department［now  Board  of  Educa-
tion］and  to  be  kept  permanently  and  conspicuously  affixed  in  every  schoolroom：and  any  scholar  may 
be  withdrawn  from  observance  or  instruction  without  forfeiting  any  of  the  other  benefits  of  the 
school.”（S.  E.  Bray，School  Organisation，pp. 237-238（1911）
 5　杉尾宏「19 世紀後半におけるイギリスの初歩学校の時間割－「枠組み」としての時空間から「資源／規
則」としての時空間へ」，宮本健市郎『近代学校における授業時間割の実態と編成原理に関する比較史
的研究』科学研究費基盤研究（C）報告書，pp. 49-61（2004）
 6　John  J.  Prince，School  Management  and  Method，in  theory  and  practice，1894（sixth  edition），p. 20.
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